
新型コロナウィルス禍
道場での感染症防止

事例：浜松市スポーツ少年団拳法会



１.浜松市の感染者の経緯 人口8０.２万人
第１波３月１人 ４月６人 6月１人の感染者数だったのですが

第2波が来ると浜松市の感染者数 9月3日現在 192人



２.浜松スポーツ少年団拳法会の感染症防止の取り組み

２０１１年スタート、本格スタート２０１４．１.１５のノロ
ウィルスから！



３.第１波の「自粛」から
第２波は、「活動継続の中での感染症防止」へ変化！

インフルエンザウィルス
熱中症警報器 体温測定

マスク着用、手洗い、うがいの徹底

稽古環境
次亜塩素酸JINで防具、床、壁など除菌

次亜塩素酸ミスト除菌器
紫外線除菌器などで継続除菌

↓ミスト除菌器１８０畳用



４.秋以降の第３波に備えて何をするか？！

獲得したデーターを活用し稽古で免
疫力を向上させて戦う！



５.秋以降の第３波に備えて！武道の稽古＝柔道、剣道という単体でなく黙想
から始まりストレッチ、基本、乱取り、整理体
操というトータルバランスの稽古（ニュー健康
体育）は、健康の向上につながる。

稽古中の心拍数 女性３０代



６.武道の稽古は、健康向上、免疫力向上に適している。

黙想で体感できるIgA抗体の増加
緊張した乱取り稽古の後の「談笑」は、
リンパ節から免疫抗体を送り出す。

武道の稽古（ニュー健康体育）で新型コロナ
ウィルス第3波に勝とう！


